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美しい森林づくり
平成 20年度 業務・林業技術等発表会開催される

指  導  普  及  課
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り
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り
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し
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森
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づ
く
り

美
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い
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づ
く
り
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り
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く
り
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く
り
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り

づ
く
り

づ
く
り

　

２
月
17
日（
火
）・
18
日（
水
）の
二
日
間
、

平
成
20
年
度
業
務
・
林
業
技
術
等
発
表
会

が
、
関
東
森
林
管
理
局
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

職
員
は
も
と
よ
り
、
管
内
の
各
県
を
は

じ
め
関
係
機
関
の
職
員
、
一
般
の
方
々
な

ど
延
べ
２
５
０
名
の
聴
講
者
が
あ
り
ま
し

た
。

　

発
表
に
先
立
ち
、
小
林
局
長
か
ら
「
発

表
成
果
に
つ
い
て
は
審
査
委
員
の
皆
様
に

判
断
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

デ
ー
タ
の
収
集
や
地
域
と
の
連
携
な
ど
、

各
職
員
が
努
力
し
た
そ
の
プ
ロ
セ
ス
が
大

事
で
あ
り
、
今
後
の
業
務
に
お
い
て
も
職

員
一
人
一
人
が
工
夫
・
努
力
を
積
み
重
ね

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

　

発
表
会
で
は
、
地
域
と
連
携
し
た
森
林

環
境
教
育
や
森
林
整
備
へ
の
取
組
、
こ
れ

か
ら
の
複
層
林
施
業
、
病
虫
害
や
シ
カ
等

る
藤
江
計
画

部
長
か
ら
今

回
発
表
さ
れ

た
課
題
毎
の

講
評
と
審
査

結
果
が
発
表

さ
れ
、
優
秀

な
発
表
に
対

し
て
局
長
か

ら
表
彰
状
と

記
念
品
が
授

与
さ
れ
ま
し

た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

最
優
秀
賞　

 

『 

地
域
発
案
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
森
林
整
備

事
例
〜
地
域
と
つ
く
る
「
塙
町
西
部
ふ

れ
あ
い
の
森
林
」
〜
』

　

蛭
間　

敦
子 

（
棚
倉
森
林
管
理
署
）

優
秀
賞

 

『 

造
林
地
に
お
け
る
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
の
営

巣
密
度
調
査
と
そ
の
結
果
報
告
』

　

仲
田　

昭
一・三
村　

勝
博

 

（
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
）

優
秀
賞

 

『 

富
士
山
国
有
林
に
お
け
る
シ
カ
に
よ
る

樹
皮
剥
皮
被
害
の
実
態
』

　

千
葉　

賢
史 

（
静
岡
森
林
管
理
署
）

優
秀
賞

 

『 

複
層
林
施
業
地
に
お
け
る
施
業
方
法
の

一
考
察
』

　

戸
邉　
　

賢
・
堀
口　
　

剛

 

（
茨
城
森
林
管
理
署
）

指 

導 

普 

及 

課

平
成
20
年
度  

業
務･
林
業
技
術
等
発
表
会
開
催
さ
れ
る

に
よ
る
病
獣
害
対
策
等
に
つ
い

て
、
森
林
管
理
署
等
の
職
員
か

ら
16
課
題
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
発
表
と
も
、
日
頃
の
調
査
・

研
究
で
得
ら
れ
た
成
果
を
取
り

ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
今
後

の
森
林
・
林
業
の
発
展
に
寄
与

す
る
も
の
で
す
。

　

二
日
目
は
、
東
京
学
芸
大
学

小
泉
武
栄
教
授
を
お
迎
え
し
、

「
地
形
・
地
質
か
ら
み
た
森
林
の

植
生
分
布
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

特
別
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
形
や
地
質
と
そ
こ
に
生
育
し
て
い
る

植
物
と
の
関
係
等
に
つ
い
て
具
体
的
な
事

例
を
交
え
な
が
ら
の
講
演
は
大
変
興
味
深

く
、
業
務
上
の
参
考
に
な
る
だ
け
で
な
く
、

講
師
の
わ
か
り
や
す
い
説
明
は
、
研
究
成

果
の
発
表
方
法
や
ま
と
め
方
な
ど
の
参
考

に
も
な
る
も
の
で
し
た
。

　

特
別
講
演
終
了
後
、
審
査
委
員
長
で
あ小泉教授による特別講演

発表風景

最優秀賞を受賞する蛭間さん

質問を受ける発表者

関東森林管理局　　平成21年 � 月 1 日 第 60 号 (2 )



赤谷プロジェクト近況報告赤谷プロジェクト近況報告赤谷プロジェクト近況報告

赤谷森林環境保全ふれあいセンター

「モリゾー・キッコロ『森へ行こうよ！』」の撮影
　「赤谷の森」も雪をまとい、冬景色を見せてくれること
が多くなりました。そんな中、NHK教育番組「モリゾー・
キッコロ『森へ行こうよ！』」の撮影が行われました。
　この番組は以前にも紹介しましたが、子供達が平成17
年に開催された愛知万博のキャラクターでもあるモリゾー
とキッコロが様々な自然を観察、体験することを通じて、
生きものと環境の関わり、人の暮らしとの関係について学
んでいく環境教育番組です。
　今回も地元小学生が数名参加し、雪の下や近くのコナラ
林で越冬している生きものの調査などに取り組みました。
　撮影された内容は、３月７日（土）に「春はまだかな？
冬の生きもの探偵団」として放送される予定です。是非、
冬の「赤谷の森」の様子を楽しんで頂ければと思います。

放送チャンネル　NHK教育テレビ
放送時間　毎週土曜日　９時50分～10時５分
　　　　　（再放送：毎週日曜日17時35分～17時50分）

猛禽類モニタリングワーキングの開催	
　１月31日（土）、平成20年度第３回猛禽類モニタリングワ
ーキングが開催されました。
　その中で、イヌワシ・クマタカの繁殖成績やハンティング場
所の調査報告、落葉期と展葉期における行動範囲の違い、来年
度の調査体制等について話し合われました。
　今後は、イヌワシ・クマタカの営巣地の保護、狩り場の特定・
確保、餌となる動物が増えるような森づくりなどについて、引
き続き基礎的データの収集を図りながら、より一層調査研究を
進めていきたいと考えています。 山崎座長を交えてのワーキング

「ニッセイ緑の環境講座」で
赤谷プロジェクトの取組を講義

　１月21日（水）、ニッセイ緑の財団主催による
ニッセイ緑の環境講座「森林環境教育を学ぶ」シ
リーズの第２回目が開催され、「生物多様性から見
た森林環境教育」をテーマとして当センター所長
と（財）日本自然保護協会保護プロジェクト部副
部長が、一般の方々150名を対象に、赤谷プロジェ
クトの概要や赤谷プロジェクトにおける環境教育
の取組等について、先般開催された「環境教育・
関東ミーティング2008AKAYA」の結果などを
交え講義を行いました。
　質疑応答では、「環境保全や森林環境教育の取
組にどうすれば行政側を巻き込んでいくことが出
来るのか。」「活動していく上での資金面の手当は
どうなるか。」などに大きな関心が集まりました。
講義が終了した後も、個別に各地で活動している
方々と交流することができ、今後の赤谷プロジェ
クトの活動の拡大につなげていきたいと考えてい
ます。調査研究を進めていきたいと考えています。

赤谷プロジェクトと森林環境教育について講義

雪を掘って、越冬中の生きものを調査
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各
署
だ
よ
り

各
署
だ
よ
り

　

越
後
の
新
潟
で
は
今
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
天
地
人
「
越
後
の
智
将
『
愛
』
直
江

兼
続
」
で
盛
り
上
が
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

当
署
は
旧
新
発
田

城
の
お
堀
の
端
に
築
城

（
建
築
）
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
周
辺
も
今
で
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
色
の
建

物
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に

見
ら
れ
、
昔
の
面
影
が

薄
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
が
、
我
が
城
は
、
地

域
に
『
愛
』
さ
れ
る
施

設
と
し
て
周
囲
の
歴
史

的
修
景
に
調
和
す
る
よ

う
に
、
大
規
模
木
構
造

建
築
を
採
用
し
、
新
潟

県
産
の
「
越
後
ス
ギ
」

を
使
用
し
、
２
月
９
日 

（
月
）
に
は
、
落
成
式

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

落
成
式
で
は
、
関
係
機
関
・
団
体
の
長

な
ど
40
名
の
ご
臨
席
の
下
、
小
林
局
長
及

び
千
葉
署
長
に
よ
る
庁
舎
表
札
掲
示
、
来

賓
の
方
々
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な
ど
が

行
わ
れ
、
新
潟
県
知
事
及
び
新
発
田
市
長

か
ら
の
ご
祝
辞
を
賜
り
式
典
は
滞
り
な
く

終
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
午
後
か
ら
は
「
新
庁
舎
完
成
見

学
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
参
加
者
か

ら
は
「
木
の
香
り
が
何
と
も
い
い
で
す
ね
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
当
日

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
映
も
あ
り
、
後
日
、
地
元
の

方
が
「
集
会
場
の
新
築
の
参
考
」
に
と
見

学
に
こ
ら
れ
、
早
速
、「
越
後
ス
ギ
」
に
よ

る
新
庁
舎
建
築
の
効
果
が
現
れ
ま
し
た
。

　

落
成
式
当
日
、
千
葉
署
長
か
ら
あ
い
さ

つ
が
あ
っ
た
よ
う
に
、「
地
元
に
し
っ
か
り

根
を
お
ろ
し
、『
愛
』
さ
れ
る
森
林
管
理
署
」

を
目
指
し
、
職
員
一
同
職
務
に
励
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

 

（
広
報
連
絡
官　

大
滝
芳
廣
）

　

１
月
19
日
（
月
）
に
東
京
事
務
所
、
茨

城
県
、
茨
城
県
林
業
協
会
の
共
催
に
よ

り
、
伐
出
作
業
の
効
率
化
・
低
コ
ス
ト
化

の
普
及
、
定
着
を
進
め
、
林
業
事
業
体
等

の
一
層
の
技
術
向
上
を
目
的
と
し
た
、「
林

業
技
術
向
上
研
修
会
」
を
林
業
関
係
者
等

１
５
０
名
余
が
参
加
し
て
、
高
萩
市
に
お

い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
、
午
前
中
会
場
に
お
い
て
、

東
京
事
務
所
長
に
よ
る
「
我
が
国
の
森

林
・
林
業
の
現
状
と
課
題
」
に
つ
い
て
、

茨
城
県
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
長
に
よ
る

「
機
能
豊
か
な
森
林
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、

午
後
か
ら
現
場
に
移
動
し
、
松
ヶ
岫
（
ま

つ
が
く
き
）
国
有
林
に
お
い
て
東
京
事
務

所
上
席
指
導
官
が
「
低
コ
ス
ト
作
業
道
」

に
つ
い
て
、
ま
た
（
有
）
佐
川
運
送
所
有

「
越
後
ス
ギ
」
の
新
庁
舎
で

　
　

 　

愛
さ
れ
る
森
林
管
理
署
を

目
指
す

下
越
署

林
に
お
い
て
、（
有
）
佐
川
運
送
代
表
取
締

役
が
講
師
と
な
り
「
低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス

テ
ム
」
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
を
通
じ
て
、
受
講
者
に
は
、
高

性
能
林
業
機
械
を
活
用
し
た
効
率
的
な
作

業
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
る
必
要
性
を

認
識
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

 

（
流
域
管
理
調
整
官　

木
皿
仁
志
）

「
林
業
技
術
向
上
研
修
会
」

を
開
催

茨
城
署

現場での研修会

新庁舎が完成し表札を掲示する局長（右）と署長（左）
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は
初
め
て
と
な
る
フ
ィ
ー
ル
ド
提
供
が
実

現
で
き
ま
し
た
。

　

さ
く
ら
森
林
組
合
か
ら
は
「
21
年
度
に

お
い
て
も
間
伐
の
研
修
を
国
有
林
内
で
行

い
た
い
。」
と
の
要
望
が
あ
り
、
当
署
で

も
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
場
所
選
定
に

向
け
調
査
中
で
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
フ
ィ
ー
ド
提
供
を
機
会

に
各
種
会
議
等
で
紹
介
し
、
他
の
事
業
体

に
も
積
極
的
に
国
有
林
が
協
力
で
き
る
よ

う
宣
伝
普
及
に
努
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

 

（
流
域
管
理
調
整
官　

富
樫
仁
栄
）

　

2
月
14
日
（
土
）、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
オ
オ

タ
カ
保
護
基
金
主
催
、
塩
那
森
林
管
理
署

後
援
に
よ
る
「
森
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
那
須
塩
原
市
の
市
民

ら
約
１
０
０
人
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
、

生
物
の
多
様
性
の
保
全
と
共
存
す
る
地
域

づ
く
り
に
つ
い
て
、
意
見
を
交
わ
し
ま
し

た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
は
、
署

長
か
ら
こ
れ
ま
で
当
署
が
実
施
し
て
き
た

保
護
林
や
緑
の
回
廊
の
設
定
と
各
種
調

査
・
事
業
活
動
及
び
地
域
住
民
参
加
に
よ

る
取
組
等
に
つ
い
て
、「
塩
那
森
林
管
理
署

に
お
け
る
生
物
多
様
性
に
配
慮
し
た
森
林

管
理
」
と
し
て
ま
と
め
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

当
署
長
ほ
か
、
日
本
自
然
保
護
協
会
横

山
常
勤
理
事
、
オ
オ
タ
カ
保
護
基
金
野
中

副
代
表
、
塩
原
野
生
動
物
研
究
会
君
島
代

表
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
「
人
も
自
然
も
に
ぎ
わ
う
那
須
塩
原
を

目
指
し
て
」
と
題
し
、
会
場
か
ら
の
質
問

な
ど
を
受
け
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

 

「
自
分
た
ち
の
周
り
に
何
が
あ
る
か
知

ら
な
い
人
が
多
い
こ
と
。」「
エ
コ
ツ
ア
ー

の
一
人
歩
き
や
ク
マ
タ
カ
等
猛
禽
類
へ
の

悪
影
響
が
心
配
。」「
収
益
の
一
部
を
地
元

に
還
元
す
る
。」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

　

１
月
８
日
（
木
）、
新
発
田
市
田
ノ
頭

国
有
林
内
で
緑
の
担
い
手
育
成
の
た
め
除

伐
作
業
等
の
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
林
野
庁
で
推
進
し
て
い

る
「
緑
の
雇
用
担
い
手
対
策
事
業
」
に
基

づ
き
、
当
署
長
と
地
元
さ
く
ら
森
林
組
合

長
と
の
間
で
、
研
修
活
動
フ
ィ
ー
ル
ド
協

定
を
締
結
し
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

さ
く
ら
森
林
組
合
で
は
新
規
採
用
者
に

対
し
各
事
業
の
研
修
を
予
定
し
て
い
ま
し

た
が
、
研
修
に
ふ
さ
わ
し
い
フ
ィ
ー
ル
ド

が
国
有
林
に
あ
っ
た
た
め
、
双
方
に
よ
る

現
地
確
認
等
を
実
施
し
た
結
果
、
当
署
で 国有林内での研修風景

シンポジウムに参加の皆さん

国
有
林
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で

緑
の
担
い
手
が
研
修

下
越
署

生
態
系
に
配
慮
し
た

森
林
管
理
を
ア
ピ
ー
ル

塩
那
署

　

ま
た
、「
国
、
自
治
体
、
地
元
民
が
集
い
、

那
須
塩
原
地
域
の
生
物
多
様
性
の
保
全
の

あ
り
方
の
基
本
方
針
を
つ
く
る
必
要
が
あ

る
。」
と
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

 

（
流
域
管
理
調
整
官　

藤
原
孝
吉
）

関東森林管理局(5 ) 平成21年 � 月 1 日 第 60 号



け
て
い
る

と
い
う
の

が
現
状
で

す
。

　

昨
年
も

何
度
か
地

元
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団

体
で
あ
る

「
う
つ
く

し
ま
森
林

隊
」
の
方

々
に
ゴ
ミ

拾
い
や
ゴ

ミ
の
持
ち
帰
り
を
訴
え
る
看
板
を
設
置
す

る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
未
だ
に
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
続
け
て

い
ま
す
。

　

こ
の
美
し
い
自
然
を
見
て
、
な
お
ゴ
ミ

を
捨
て
て
い
く
と
い
う
行
為
に
対
し
、
非

常
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が

ら
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
活
動

が
い
つ
か
実
を
結
び
、
こ
の
美
し
い
自
然

を
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
我
々
も
国
有
林
に
携
わ
る
も
の

と
し
て
様
々
な
活
動
に
参
加
・
協
力
し
て

行
く
こ
と
が
、
自
然
を
守
り
地
元
と
の
繋

が
り
を
守
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
考
え

て
お
り
、
今
後
も
様
々
な
機
会
を
通
じ
て

関
係
を
深
め
、
信
頼
を
得
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

見
せ
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
管
内
を
流
れ
て
い
る

高
瀬
川
渓
谷
は
四
季
折
々
に
見

せ
る
美
し
さ
か
ら
、
森
林
浴
や

写
真
を
撮
り
に
来
る
人
が
多

く
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
10
月
に
は
「
あ
ぶ
く

ま
の
水
源
を
歩
こ
う
」
と
い
う

イ
ベ
ン
ト
で
、
国
有
林
内
か
ら

湧
き
出
て
い
る
水
源
地
を
多
く

の
方
々
に
見
て
い
た
だ
き
、
森

林
や
森
林
を
整
備
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
理
解
し
て
も
ら
え
た

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
一
方
で
、
心
な
い
一
部
の
人
に
よ
り

毎
年
多
く
の
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
、
地
元
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
ゴ
ミ
を
片
付

　

ま
た
、

葛
尾
の
自

然
を
生
か

し
て
作
ら

れ
た
葛
尾

蕎
麦
や
凍

み
餅
、
豆

腐
な
ど
の

特
産
品
も

多
く
、
他

市
町
村
か

ら
買
い
求
め
に
訪
れ
る
人
も
多
く
い
ま
す
。

　

管
内
の
国
有
林
は
ア
カ
マ

ツ
を
主
体
と
す
る
森
林
約

４
、８
０
０
㌶
ほ
ど
で
、
村
を
囲

う
よ
う
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
管
内
に
は
五ご

じ
ゅ
う
に
ん
や
ま

十
人
山
・

日ひ

山や
ま

（
天
王
山
と
も
呼
ば
れ
ま

す
）・
竜た

つ

子ご

山や
ま

（
別
名
葛
尾
富

士
）・
手
倉
山
の
四
つ
の
山
が
あ

り
、
多
く
の
登
山
客
が
一
年
を

通
じ
て
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
五
十
人
山
と
日

山
は
毎
年
山
開
き
が
お
こ
な
わ

れ
て
お
り
、
山
頂
で
行
わ
れ
る

美
女
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
毎
年
多

く
の
人
が
参
加
し
て
賑
わ
い
を

　

私
の
勤
務
す
る
葛
尾
森
林
事
務
所

は
、
福
島
県
浜
通
り
北
部
の
葛
尾
村

一
帯
と
浪
江
町
の
一
部
に
ま
た
が
る

区
域
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

葛
尾
村
は
人
口
お
よ
そ
１
、６
０
０

人
程
度
の
小
さ
な
村
で
す
が
、
阿
武

隈
高
原
に
位
置
し
て
お
り
、
避
暑
地

と
し
て
は
最
適
な
村
で
す
。
そ
の
た

め
村
内
に
は
宿
泊
可
能
な
キ
ャ
ン
プ

場
「
も
り
も
り
ラ
ン
ド
」
や
別
荘
な

ど
が
建
設
さ
れ
て
お
り
、
夏
場
に
は

利
用
者
の
に
ぎ
や
か
な
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

森
林
官
か
ら
の
お
た
よ
り

森
林
官
か
ら
の
お
た
よ
り

　
　
　
　

磐
城
森
林
管
理
署  

葛か
つ
ら
お尾
森
林
事
務
所

  

森
林
官　

仁　

平　

明　

彦

紅葉の高瀬川渓谷

日山（天王山）の山開き

「うつくしま森林隊」による看板の設置

水源を見る参加者の皆さん
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き
富
士
の
景
観
は
ス
イ
ス
・
ア
ル
プ
ス
の

街
、
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
か
ら
登
山
電
車
で
登
っ

た
標
高
３
、１
３
０
㍍
の
ロ
ー
デ
ン
ボ
ー
デ

ン
駅
か
ら
眺
め
た
目
前
に
広
が
る
「
モ
ン

テ
ロ
ー
ザ
（
４
、６
３
４
㍍
）
〜
マ
ッ
タ
ー

ホ
ル
ン
（
４
、４
７
８
㍍
）
の
連
山
」
に
も

匹
敵
す
る
ミ
ニ
版
の
よ
う
に
感
じ
る
。

　

私
は
高
尾
に
登
る
度
に
、
こ
の
魅
力
湧

く
景
観
に
強
く
感
動
し
生
き
甲
斐
を
感
じ
、

登
山
を
続
け
て
い
る
。

 

「
フ
ォ
レ
ス
ト
サ
ポ
ー
ト
・
高
尾
（
Ｆ

Ｓ
高
尾
）」、
日
本
三
大
森
林
セ
ン
タ
ー
と

言
わ
れ
る
「
高
尾
森
林
セ
ン
タ
ー
」
が
毎

年
度
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
森
林
カ
レ
ッ
ジ

（
除
伐
、
下
刈
、
間
伐
、
炭
焼
き
体
験
等
）

の
公
募
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
カ

レ
ッ
ジ
講
座
に
数
回
参
加
し
、
こ
れ
ら
の

体
験
を
活
か
し
、
さ
ら
に
、
自
然
環
境
の

保
全
、
自
然
に
親
し
む
活
動
、
自
然
保
護

に
関
す
る
活
動
等
を
し
た
い
と
願
う
希
望

者
が
数
多
く
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
中
の
一

部
の
者
は
既
に
森
林
セ
ン
タ
ー
の
要
請
を

受
け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

そ
の
活
動
は
セ
ン
タ
ー
の
技
術
的
な
指

導
等
の
支
援
を
受
け
「
い
ろ
は
の
森
（
林

道
・
治
山
ガ
ー
デ
ン
周
遊
歩
道
）」
の
ベ
ン

チ
の
修
復
・
除
伐
・
階
段
・
歩
道
橋
（
未

完
成
）
の
整
備
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

高
尾
森
林
整
備
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援

活
動
を
組
織
的
・
本
格
的
に
運
営
す
る
た

め
に
は
、
正
式
な
名
称
・
目
的
・
事
業
・

会
員
等
の
ル
ー
ル
が
必
要
で
、
高
尾
森
林

セ
ン
タ
ー
の
助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

会
則
等
を
具
体
的
に
策
定
し
、
二
十
一
年

度
か
ら
本
格
的
に
作
業
活
動
を
進
め
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

で
あ
ろ
う
か
。

　

空
気
の
汚
染
・
喧
噪
化
し
た
都
市
、
高

層
化
の
事
務
所
・
マ
ン
シ
ョ
ン
生
活
等
々

よ
り
所
の
な
い
都
市
環
境
に
耐
え
ら
れ
な

く
、
本
能
的
に
自
然
を
求
め
、
郊
外
の
緑

豊
か
な
地
域
を
求
め
る
と
い
う
人
間
の
生

理
的
現
象
に
も
一
因
が
あ
る
の
で
は
…

　

従
っ
て
、
一
番
身
近
で
そ
れ
も
近
距
離

で
四
季
を
通
し
て
豊
富
な
自
然
に
触
れ
る

事
が
出
来
る
魅
力

的
な
高
尾
が
標
的

に
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
と
思

う
。

　

特
に
、
２
０
０
７

春
か
ら
高
尾
山
稜

南
面
の
国
有
林
が
間

伐
等
に
よ
り
丹
沢
山

塊
、
富
士
山
に
連
な

る
山
々
の
展
望
、
四

季
折
々
が
素
晴
ら
し

い
。
格
別
に
冬
季
の

快
晴
の
日
に
は
紺
碧

の
空
に
真
白
い
丹
沢

山
塊
に
玲れ

い

瓏ろ
う

な
類
な

　

東
京
都
心
か
ら
一
時
間
足
ら
ず
で
自
然

が
豊
富
な
国
有
林
に
接
す
る
こ
と
が
出
来

る
高
尾
山
稜
。「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
」
の
評
価
で

再
び
三
つ
星
マ
ウ
ン
テ
ン
と
し
て
世
界
的

に
話
題
と
な
っ
て
い
る
。

 

標
高
６
０
０
㍍
そ
こ
そ
こ
の
低
山
で
年
間

２
５
０
万
人
も
登
り
訪
れ
る
と
い
う
高
尾

山
。

　

一
方
、
日
経
新
聞
（
07
・
4
・
14
）
に

四
季
を
通
し
て

楽
し
め
る
自
然

の
宝
庫
、
東
日

本
の
お
す
す
め

ハ
イ
キ
ン
グ
路

と
し
て
高
尾
山

が
№
１
に
掲
載

さ
れ
た
。
因
み

に
西
日
本
で
は

一
位
が
六
甲
山

（
兵
庫
県
）…
何

故
。
人
々
は
こ

の
よ
う
に
高
尾

山
に
愛
着
を
感

じ
訪
ね
登
る
よ

う
に
な
っ
た
の

視点
私の

玲瓏なる富士

治山ガーデン周遊歩道の整備

高尾地域の国有林と景信山

「
魅
力
湧
く
高
尾
山
稜
」

「
魅
力
湧
く
高
尾
山
稜
」

フ
ォ
レ
ス
ト
サ
ポ
ー
ト
・
高
尾
（
Ｆ
Ｓ
高
尾
）　

代 

表　

渡
部　

三
郎
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広報「関東の森林から」は、日本の森林を育てるため間伐材を使用しています。

　

群
馬
森
林
管
理
署
で
は
、
オ
オ
タ
カ
等

の
生
育
環
境
の
改
善
と
木
材
生
産
の
両
立

に
配
慮
し
た
森
林
施
業
を
行
っ
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
、
細
野
森
林
事
務
所
管
内
の

国
有
林
全
域
を
モ
デ
ル
地
区
（
通
称
「
オ

オ
タ
カ
モ
デ
ル
林
」）
と
し
、
地
域
管
理
経

営
計
画
等
の
策
定
に
向
け
て
有
識
者
等
を

交
え
た
検
討
委
員
会
を
設
け
、
具
体
的
な

施
業
案
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

検
討
委
員
会
で
は
、（
独
）
森
林
総
合
研

究
所
石
塚
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
座
長
と

し
、
日
本
野
鳥
の
会
群
馬
県
支
部
浅
川
支

細
野
地
区
に
お
け
る

オ
オ
タ
カ
等
森
林
施
業

検
討
委
員
会
を
開
催

発
行
所　

 

関
東
森
林
管
理
局

編　

集　

 

総　
　

務　
　

課

■

Ｔ
Ｅ
Ｌ(

０
２
７) 

２
１
０
―
１
１
５
８

■

Ｆ
Ａ
Ｘ(

０
２
７) 

２
１
０
―
１
１
５
９

部
長
及
び
日
本
オ
オ
タ
カ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

遠
藤
代
表
の
計
３
名
の
委
員
と
、
オ
ブ
ザ

ー
バ
ー
と
し
て
、
関
東
森
林
管
理
局
及
び

群
馬
森
林
管
理
署
の
関
係
職
員
が
出
席
し
、

署
会
議
室
に
お
い
て
昨
年
11
月
と
今
年
１有識者による現地検討会

高尾森林センターの炭焼窯

一枚の写真一枚の写真一枚の写真

有識者による現地検討会

月
の
２
回
、

細
野
森
林

事
務
所
管

内
の
現
地

で
は
昨
年

12
月
18
日

に
検
討
会

を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
森
林
施
業
（
オ
オ
タ
カ
施
業
）

を
進
め
る
上
で
、
そ
の
効
果
を
検
証
し
、

よ
り
効
果
的
な
施
業
方
法
に
改
善
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
オ
オ
タ
カ
の

生
息
状
況
や
採
餌
行
動
、
森
林
の
利
用
状

況
等
を
観
測
す
る
た
め
、
発
信
機
を
用
い

た
追
跡
調
査
等
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。

（
群
馬
署  

流
域
管
理
調
整
官  

今
井
邦
彦
）

　

ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
三
ツ
星
観
光
地
に
選
ば

れ
た
高
尾
山
。
年
間
２
５
０
万
人
と
い
わ

れ
て
い
た
登
山
者
も
あ
き
ら
か
に
増
加
傾

向
に
あ
る
よ
う
で
昨
年
の
11
月
に
は
１
日

で
７
万
５
千
人
が
登
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　

標
高
５
９
９
㍍
の
山
で
は
あ
り
ま
す

が
、
都
心
か
ら
約
50
㌔
㍍
と
い
う
こ
と

か
ら
気
軽
に
こ
ら
れ
る
方
も
多
い
よ
う
で

す
。

　

高
尾
森
林
セ
ン
タ
ー
は
高
尾
山
の
国
有

林
を
活
用
し
て
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
冬
シ
ー
ズ
ン
は
何
と
い
っ

て
も
炭
焼
き
で
す
。
一
般
公
募
で
行
う
も

の
も
あ
れ
ば
、
依
頼
に
よ
り
行
う
も
の
も

あ
り
ま
す
。

　

一
般
的
に
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
時
に
は
天

気
予
報
が
気
に
な
り
ま
す
。

　

雨
が
降
れ
ば
キ
ャ
ン
セ
ル
は
で
る
し
、

内
容
の
変
更
も
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
し
て
や
炭
焼
き
と
な
れ
ば
、
火
が

つ
か
な
い
！
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
内
容

の
変
更
も
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
そ
の
も
の
を
中
止
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
自
然
学
習
体
験
施
設
は
平
成
17
年

３
月
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
ド
ラ
ム
缶

釜
に
屋
根
が
つ
い
た
、
私
た
ち
に
と
っ
て

は
夢
の
よ
う
に
あ
り
が
た
い
も
の
で
す
。

　

も
う
雨
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。
建
物

の
中
の
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
て
花
炭
も
で

き
れ
ば
、
炭
材
や
薪
を
濡
ら
す
こ
と
な
く

保
管
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

何
も
気
に
せ
ず
に
準
備
に
か
か
る
こ
と

の
で
き
る
こ
の
建
物
。
高
尾
森
林
セ
ン
タ

ー
の
宝
物
で
す
。

（
高
尾
セ
ン
タ
ー広報

連
絡
官　

幾
久
正
行
）
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毎
月
皆
様
に
お
届
け
し
て
参
り
ま

し
た
広
報
誌
「
関
東
の
森
林
か
ら
」

は
、
４
月
号
か
ら
当
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
掲
載
と
い
う
形
で
発
行
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
紙
面
に
て
ご
愛
読
の
皆

様
に
は
多
少
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
引
き
続
き
ご
愛
読
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
関
東
森
林
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.kanto.kokuyurin.go.jp/


